

























































































1834 440．92 1！023　　1 1848 35，696．64892，4161．0
1835 163．40
???，
●　．　● 1849 23，753．40593835　　　， 0．7
1836 17106．36　　， 427659　　　， 0．5 1850 36，555．72913893　　　， 1．1
1837 44，349．241108731　，　　　　　　P 1．3 1851 63，227．481580687　，　　　　　　， 1．8
1838 89365．48　　1 2234137　，　　　　　　， 2．6 1852 163，306．244082656　，　　　　　　　1 河　　oｭ，o
1839 146631．96　　　， 3665799　，　　　　　　， 4．3 1853 268，059．566，701，4897．8
1840 195559．56　　　， 4888989　1　　　　　　， 5．7 1854 327，908．448197711　辱　　　　　　　， 9．6
1841 175，134．604378365　り　　　　　　㍗ 5．1 1855 305，924．127648103　や　　　　　　， 8．9
1842 168，529．284213232　，　　　　　　， 4．9 1856 269，164．966，729，1247．9
1843 180913．28　　　7 4522832　，　　　　　　　， 5．3 1857 297，069．807426745　，　　　　　　　9 8．7
1844 142016．12　　　， 3550403　，　　　　　　¶ 4．1 1858 158，630．083965752　1　　　　　　　聾 4．6
1845 84，510．282112757　¶　　　　　　　1 2．5 1859 98，500．882462522　，　　　　　　　讐 2．9
1846 79，992．081999802　り　　　　　　， 2．3
















































































































































































































































































































































































ドレースデン 238，！35 567，105 42 426，420 56
ライプツイヒ 227，695 427，42853 383，389 59
ツヴィカウ 171712 520，556 33 341，501 50
バウツェン 214，164 251，07085 183，911 116
全　　　　国 851，7051，766，159 48 1，335，221 64
県統治部の管轄区域がオーバーラウジツとシュトルペン（Stolpen）管区（Amt＞
　　　　　　　（15）
を含む，と定め，さらに，43年大蔵省布告第1条は，各租税大区が各県統治
部の管轄区域に合致させられること，したがって，シュトルペン管区がドレ
ースデン租税大区からバウツェン租税大区に移管されることを規定した。そ
れ故に，ドレースデン，ライプツィヒおよびツヴィカウの3租税大区の合計
面積は旧来の本領地域よりやや狭く，バウツェン租税大区は旧来のオーバー
ラウジツより少しく広いことになる。
　これらの4租税大区にお・ける単位面積当りの委託地代額について大まかな
計算を試みよう。ある程度比較にたえうる面積として，「農村の土地」と課税
耕地とをわたくしは，地租改正のための1843年の全国検地の結果から取り出
　　　（16）
してみた。これらの数値は，Reuningのものであるから，公式統計と見なさ
れうる。この統計においてReuningは，シュトルペン管区をどの租税大区に
帰属させたか，を明言していない。しかし，原表の課税耕地（第2表D欄）
と非課税国有耕地の合計である耕地総面積が，内務省統計局書記官Enge1に
（15）　Vgl．　Staatshandbuch　（a），　S．　337－338．
（16）Reuning（a），　Tabelle　B．ただし，149平方ルーテ以下は切り捨て，150平方ルーテ
　以上は切り上げてある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1のよって6年後に提示されている各租税大区の耕地面積とほぼ完全に一致する
ことから，Reuningの原表にあってはシュトルペン管区はドレースデン租税
大雨にではなく，すでにバウツェン租税大区に算入されている，と考えられ
る。なぜなら，Engelは，バウツェン租税大峰の中のバウツェン租税小照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）（Steuerbezirk）がシュトルペン管区を含む，と明記しているからである。
　さて，Reuningの原表にお』いてザクセン王国の湿土は免税地（国有地，道
路，河川，教会，墓地）と課税地に区分され，課税地は騎士農場，都市の土
地（Grundstacke　in　den　St測ten），「農村の土地」（GrundstUcke　auf　dem
Lande）の三者から構成されている。この「農村の土地」は，地目別に見れ
ば，耕地，園地，採草地，放牧地，森林などを含むはずであるが，その内訳
は与えられていない。そこで，「農村の土地1（それのうち，大部分は一般の
農村住民の土地であり，僧族の土地と村有地は僅かである。）をB欄に一括
し，それの100アッカー当り委託地代額を算出したものが，C欄の数字（小
数点以下四捨五入）である。その平均額は，山地の多いツヴィカウ租税大成
で低く，平地の多いライプツィヒ租税大尽で高くなっており，山地と平地と
を含むドレースデン租税大区の平均額は両者の中間にある。以上の旧本領地
域の平均額に比べてバウツェン租税大頭のそれは著しく高い。
　次に，課税耕地は騎士農場の耕地，都市の耕地，「農村の耕地」の三者から
なるはずであるが，Reuningはその内訳を発表していない。そこで，課税耕
地をD欄に一括し，それの100アッカー当り委託地代額を計算したものが，
E欄の数字（小数点以下四捨五入）である。旧本領地域の3租税大区におけ
るこの平均額の高低の順位は，C欄の場合と同様であるけれども，三者間の
（17）Engel，　S．28．一Ernst　Engelはザクセン王国統計協会から内務省統計局への改
　組（1850年8月）とともにその書記官に，1857年6月には局長（Vorstand）に任命された
　が，58年8月辞任した。Das　Statistische　Bureau，　S．25－26，40．　VgL　Burkhardt，
　S．　222．
（18）　Engel．　S，　11．
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格差は縮小している。それに対して，バウツェン租税大虚の平均額はきわめ
て高く，旧本領地域のそれの約2倍に達している。
　以上のように，旧本領地域とオーバーラウジツとの間には単位面積当り委
託地代額について相当の格差があり，これは両地域間におけるかつての土地
負担の軽重を示唆しているようである。しかし，これも確定的とは言えない。
まず，B欄とD欄の面積を委託地代額に直接関連させるのは，厳密でないで
あろう。次に，A欄の委託地代額には，1855年までに義務者によって償還さ
れた部分，約16，352ターラーが計上されていないが，これはほとんど問題と
ならないであろう。この額がA欄総額の2％以下と小さいからである。第3
に，とくに問題となるのは，第2表A欄が1855年までの数値であることであ
る。本稿第1表によれば，1856年から59年までに，全体の24％にも上る委託
地代が受託された。したがって，最後の4年聞における委託地代の地域的分
布を明らかにしない第2表では，事態の正確な把握は不可能である。
　しかしながら，以下の推定が許されるかもしれない。農場領主制の支配す
るオーバーラウジッでは，土地負担の中で賦役が大きな割合を占めていたの
に対して，本領地域では，貨幣貢租の比率がかなり高かったであろう。賦役
は32年償却法公布後三月革命までにほぼ償却されたけれども，貨幣貢租の償
却は51年償却法補充法の公布以後のことに属する。その結果，1859年までの
委託地代の地域的分布の数f直が得られる場合，オーバーラウジッの委託地代
額は55年までの地代額を大幅に越えることはないであろうが，本領地域の委
託地代額は55年までの地代額を相当上回るであろう。そうだとすれば，59年
までの単位面積当り委託地代額における両地域間の格差は，第2表C欄およ
びE欄の数値より縮小する可能性がある。
　ところで，これまで無視されてきた第2表A欄の統計を，わたくしが利用
しえたのは，「委託地代銀行の活動についてはライプツィヒ新聞に時折り公式
記録が発表されてきた」との文章がJudeichにあり，その文章に対して，最
新の情報は1862年5月2日の同新聞にあるが，同新聞1856年8月10日付録第
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64号に収められた，単なる数字以上の叙述（当該論文の標題は書かれていな
いが，Wirksamkeit論文のことである。）を参照せよ，との脚注が付けられ
　　　（19）
ていて，この記述に基づいてマイクロフィルムを入手することができたから
である。したがって，委託地代銀行の全活動期間についての地域別統計は
1862年までには公表されていなかった，と考えられる。ザクセン史の文献目
　　　　　　　　　　　　　　（20）録として非常に有用なBemmannもWirksamkeit論文を収録していないし，
1862年以後に関しても関連文献を掲げていない。以上から，委託地代額の地
域的分布については問題の指摘にとどめておかねばならない。
1V　終　り　に
　以上，ザクセン王国の委託地代額統計は，予稿で問題にした地代償却件数
統計より大きな意味をもっとしても，土地制度史研究の観点から見て，決定
的に重要とは言えないものである。ザクセンにおける農民解放の実施過程を
明らかにするためには，我々は，根本資料たる土地負担償却協定そのものの
分析に向かわねばならないであろう。確かにGroL氏の指摘するように，こ
れらの償却協定は「地域史研究のための重要資料」にすぎないのであって，
「ザクセンにおける市民的土地改革の全般的研究にとっては適当なものでは
　（1）
ない。」しかしながら，この資料以外に手掛りがないので，わたくしは本領地
域の若干の所領を選び出し，その償却協定を分析する予定である。だが，こ
の分析に入る前に果たされるべき課題が，償却立法の検討を初めとしてなお
多く残されている。
（19）　Judeich　（a），　S．　17．
（20）　Bemmann，　S．　250m251．
（1）　GroB，　S．　14．
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